
共催：⽇本イーライリリー株式会社 ⼤⽇本住友製薬株式会社
後援：岐⾩県糖尿病対策推進協議会

演題

座⻑

⽇時

IncretinDeepDive In GIFU

会場

2017年4月18日（火）
19：45〜21：15
岐⾩都ホテル
岐⾩市⻑良福光2695-２
TEL 058-295-3100

演者

※『⽇糖協療養指導医』取得の為の講演会として申請中。
※『CDE岐⾩』認定講座として申請中。
※会終了後、情報交換を予定しております。

【特別講演】 岐⾩⼤学⼤学院医学系研究科
分⼦・構造学講座 内分泌代謝病態学分野

教授 武⽥ 純 先⽣

⽇本⾚⼗字社 ⾼槻⾚⼗字病院
糖尿病・内分泌・⽣活習慣病科部⻑ 兼 神経内科

部⻑ ⾦⼦ ⾄寿佳 先⽣
『演題名：週1回GLP1受容体作動薬を

いつ、どのように使うか』

第1回

19：45〜20：00 <製品紹介>         ⽇本イーライリリー株式会社

20:00〜21:15

⾎糖コントロールの成否の90%以上は患者⾃⾝の⾃⼰管理に懸かっているといわれる。
そこで医療者の果たす役割は、専⾨知識からその患者にとって適切だと考えられる治療の選択肢を提⽰し
患者⾃⾝に⾃分の治療法を選択させることにより患者⾃⾝の問題であるという意識を形成させることである。
このようなプロセスにより患者は⾃らが選択した治療をエンパワーメントすることができる。
内服薬なのか、新しいGLP-1受容体作動薬（週1回あるいは1⽇1回投与）なのか、患者⾃⾝が「これなら
糖尿病と付き合える」と選んだ週1回GLP-1受容体作動薬の効果を⾃験症例を提⽰して紹介する。
さらに⾼齢者糖尿病では効果に加えて安全性と利便性が薬剤選択の⼤きな因⼦となるが、Patient Centered 
Careという観点から週1回GLP-1受容体作動薬の貢献度が⼤きいこともあわせて紹介する。

1st circular


